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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平行に配置され対向面に長手方向に沿って被係合部が夫々形成された一対の柱状支持部
材と、
　長板状に形成された羽板本体部と前記羽板本体部の両端に設けられ前記被係合部に係合
する係合部とを夫々有し、前記一対の柱状支持部材の前記被係合部に前記両端の係合部が
夫々係合することで前記一対の柱状支持部材間に並設される複数の羽板と、
を備え、
　前記各羽板は、
　隣接する前記羽板の前記羽板本体部を前記被係合部に対して同一側に位置させたとき、
前記羽板本体部を前記柱状支持部材の長手方向に沿って第１平面上に位置するように配設
するとともに、隣接する前記羽板の前記羽板本体部を前記被係合部に対して互いに反対側
に位置させたとき、前記羽板本体部を前記柱状支持部材の長手方向に沿って前記第１平面
及び前記第１平面に平行な第２平面上に交互に位置するように配設する配設部と、
　前記配設部により、複数の前記羽板本体部を前記第１平面上に位置するように配設する
とき、隣接する前記羽板の前記羽板本体部間に、前記羽板本体部を正面から見たときに、
隙間が形成されるように前記羽板本体部間の間隔を維持する第１維持部と、
　前記配設部により、複数の前記羽板本体部を前記第１平面及び第２平面上に交互に位置
するように配設するとき、隣接する前記羽板の前記羽板本体部間に、前記羽板本体部を正
面から見たときに、隙間が形成されないように前記羽板本体部間の間隔を維持する第２維
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持部と、
を有する目隠しフェンス。
【請求項２】
　前記被係合部は、前記柱状支持部材の長手方向に延在する係合溝であり、
　前記係合部は、前記羽板本体部の両端に前記羽板本体部の長手方向に突設され前記係合
溝に係合する係合突部であり、
　前記配設部は、前記羽板本体部の両端の各端部に対して前記係合突部を前記羽板本体部
の厚み方向に所定長さずらして連結し、隣接する前記羽板の前記羽板本体部が前記係合溝
に対して同一側に位置するように両端の前記係合突部が前記係合溝に係合されたとき、複
数の前記羽板本体部を前記第１平面上に位置するように配設し、隣接する前記羽板の前記
羽板本体部が前記係合溝に対して互いに反対側に位置するように両端の前記係合突部が前
記係合溝に係合されたとき、隣接する前記羽板の前記羽板本体部を前記第１平面及び第２
平面上に交互に位置するように配設する連結部であり、
　前記第１維持部は、前記羽板本体部の両端に設けられ、前記羽板本体部の巾寸法より長
い巾寸法を有し、隣接する前記羽板の前記羽板本体部が、前記連結部によって前記係合溝
に対して同一側に位置するように、前記複数の羽板が前記一対の柱状支持部材間に並設さ
れたとき、隣接する前記羽板本体部間に隙間が形成されるよう隣接する前記羽板間で互い
に当接する第１当接部であり、
　前記第２維持部は、前記羽板本体部の両端に設けられ、前記羽板本体部の巾寸法より短
い巾寸法を有し、隣接する前記羽板の前記羽板本体部が、前記連結部によって前記係合溝
に対して反対側に位置するように、前記複数の羽板が前記一対の柱状支持部材間に並設さ
れたとき、隣接する前記羽板の前記羽板本体部間に隙間が形成されないように隣接する前
記羽板間で互いに当接する第２当接部である請求項１に記載の目隠しフェンス。
【請求項３】
　前記係合突部は、前記第２当接部としても機能する請求項２に記載の目隠しフェンス。
【請求項４】
　前記連結部は、前記第１当接部としても機能する請求項２または３に記載の目隠しフェ
ンス。
【請求項５】
　前記一対の柱状支持部材間に複数の前記羽板が配設されたとき、相互に当接する前記第
１当接部の端部、および相互に当接する前記第２当接部の端部には、前記係合溝の巾方向
に傾斜する当接面が夫々設けられている請求項２乃至４のいずれか１項に記載の目隠しフ
ェンス。
【請求項６】
　前記柱状支持部材に前記第１当接部が互いに当接した状態で所定枚数の前記羽板が並設
される場合において、前記柱状支持部材の長さから前記柱状支持部材に並設された前記所
定枚数の前記羽板の前記第２当接部の巾寸法の合計値を減算した長さが、前記第２当接部
の巾寸法の整数倍となるように前記柱状支持部材の長さ、前記第１当接部の巾寸法および
前記第２当接部の巾寸法が設定されている請求項２乃至請求項５のいずれか１項に記載の
目隠しフェンス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フェンスを構成する部品の組み合わせを変更することで、人の視線をフェン
スで遮る目隠し機能とフェンスが囲う内部をフェンスを通して目で確認できる素通し機能
とを、選択して実現するフェンスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、道路や他人の敷地に面している境界線に立設されるフェンスには、プライバシー
保護の観点より目隠し機能が要求される。一方で、フェンスには、防犯などの安全性の観
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点より、フェンスを通してフェンスで囲われた内部が外部から確認できる素通し機能が要
求される。
【０００３】
　特許文献１には、目隠し効果を調節して施工できるフェンスが記載されている。このフ
ェンスは、断面山形に形成した複数の羽板のうち隣接する羽板同士が、表裏逆にして交互
に上下取付枠に配設されている。隣接する羽板間の間隔は、上下取付枠に沿って一方の羽
板を移動させることで、隣接する羽板の端部相互が重なって隙間がなくなる状態から、端
部相互間に隙間ができる状態まで調節可能になっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－８８８７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１のフェンスは、上下取付枠に予め取付穴を明け、明けられた取付穴
と羽板の上下端面のねじ穴とにねじを挿入して締結することで、羽板を上下取付枠に固定
するものである。そのため、特許文献１のフェンスでは、取付場所に応じて、素通し機能
や目隠し機能を生じる上下取付枠の適当な位置を測定し、ねじ穴を明けて羽板を取り付け
る作業が必要となる。このような調整位置を測定してねじ穴を明けて羽板を取り付ける作
業は、とても煩雑であり、羽板間の寸法調整を精度よく迅速に行うことが困難であるとい
う問題があった。
【０００６】
　本発明は、上述した問題を解消するためになされたもので、煩雑な作業を必要とするこ
となく、目隠し機能と素通し機能とを、選択して簡単に実現することができるフェンスを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するために、本発明は、平行に配置され対向面に長手方向に沿って被
係合部が夫々形成された一対の柱状支持部材と、長板状に形成された羽板本体部と前記羽
板本体部の両端に設けられ前記被係合部に係合する係合部とを夫々有し、前記一対の柱状
支持部材の前記被係合部に前記両端の係合部が夫々係合することで前記一対の柱状支持部
材間に並設される複数の羽板と、を備え、前記各羽板は、隣接する前記羽板の前記羽板本
体部を前記被係合部に対して同一側に位置させたとき、前記羽板本体部を前記柱状支持部
材の長手方向に沿って第１平面上に位置するように配設するとともに、隣接する前記羽板
の前記羽板本体部を前記被係合部に対して互いに反対側に位置させたとき、前記羽板本体
部を前記柱状支持部材の長手方向に沿って前記第１平面及び前記第１平面に平行な第２平
面上に交互に位置するように配設する配設部と、前記配設部により、複数の前記羽板本体
部を前記第１平面上に位置するように配設するとき、隣接する前記羽板の前記羽板本体部
間に、前記羽板本体部を正面から見たときに、隙間が形成されるように前記羽板本体部間
の間隔を維持する第１維持部と、前記配設部により、複数の前記羽板本体部を前記第１平
面及び第２平面上に交互に位置するように配設するとき、隣接する前記羽板の前記羽板本
体部間に、前記羽板本体部を正面から見たときに、隙間が形成されないように前記羽板本
体部間の間隔を維持する第２維持部と、を有する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によると、配設部により、複数の羽板本体部が第１平面上に位置するよう配設す
るとき、第１維持部により隣接する羽板の羽板本体部間に、羽板本体部を正面から見たと
きに、隙間が形成されるように羽板本体部の間隔を維持し、フェンスを通して内部の確認
が可能な素通し状態とする。配設部により、複数の羽板本体部が第１平面及び第２平面上
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に交互に位置するよう配設するとき、第２維持部により隣接する羽板の羽板本体部間に、
羽板本体部を正面から見たときに、隙間が形成されないよう隣接する羽板本体部の間隔を
維持し、人の視線をフェンスで遮る目隠し状態とする。
　このように、複数の羽板を一対の柱状支持部材に組み付ける際に、羽板本体部を第１平
面に位置するように配設する場合と、羽板本体部を第１平面および第２平面に交互に位置
するよう配設する場合と、のいずれかを選択することで、素通し機能や目隠し機能を生じ
る位置の測定やねじ穴の形成といった煩雑な作業を行なうことなく、フェンスに目隠し状
態と素通し状態とを簡単に実現させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態における目隠しフェンスの素通し状態に組み付けた目隠し
フェンスの正面図である。
【図２】羽板を表から見た目隠しフェンスの斜視図である。
【図３】羽板を裏から見た目隠しフェンスの斜視図である。
【図４】素通し状態に組み付けた目隠しフェンスのIV-IV線に沿った縦断面図である。
【図５】素通し状態に組み付けた目隠しフェンスのV-V線に沿った横断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態における目隠しフェンスの目隠し状態に組み付けた目隠し
フェンスの正面図である。
【図７】目隠し状態に組み付けた目隠しフェンスの縦断面図である。
【図８】目隠し状態に組み付けた目隠しフェンスの横断面図である。
【図９】柱状支持部材を水平方向に配置した別例目隠しフェンスの素通し状態に組み付け
た目隠しフェンスの正面図である。
【図１０】柱状支持部材を水平方向に配置した別例目隠しフェンスの目隠し状態に組み付
けた目隠しフェンスの正面図である。
【図１１】第２実施形態における目隠しフェンスの素通し状態に組み付けた目隠しフェン
スの縦断面図である。
【図１２】第２実施形態における目隠し状態に組み付けた目隠しフェンスの縦断面図であ
る。
【図１３】第２実施形態における目隠しフェンスの係合溝とスペーサとの係合を横断面の
一部で示す拡大図である。
【図１４】第３実施形態における目隠しフェンスの素通し状態に組み付けた目隠しフェン
スの縦断面図である。
【図１５】第３実施形態における目隠しフェンスの素通し状態に組み付けた目隠しフェン
スの横断面図である。
【図１６】第３実施形態における目隠しフェンスの目隠し状態に組み付けた目隠しフェン
スの縦断面図である。
【図１７】第３実施形態における目隠しフェンスの目隠し状態に組み付けた目隠しフェン
スの横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　　＜第１実施形態＞
　以下、図１～図８に基づき、本発明の目隠しフェンスの第１実施形態について説明する
。図１に示すように、本実施形態による目隠しフェンス１は、平行に配置された一対の柱
状支持部材５と、柱状支持部材５間に並設される複数の羽板６を主に含んで構成される。
　柱状支持部材５は、例えば、断面略方形状のアルミニウム合金鋳物で形成されている。
柱状支持部材５は、立設面２に埋設されたコンクリート基礎３に下端部が夫々固定され、
コンクリート基礎３より上方に延在するように設けられている。
【００１１】
　一対の柱状支持部材５の対向面５ａには、長手方向に連続して延在する被係合部として
の係合溝５１が夫々設けられている。本明細書で使用する柱状支持部材５の長さＬ０とい
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うのは、複数の羽板６の係合に使用される範囲の係合溝５１の長さと同じである。係合溝
５１の下端部内壁には、例えば、アルミニウム合金鋳物製のストッパ部品５２が配設され
ている（図４参照）。ストッパ部品５２は、略台形の厚板状に形成され、上端部が後述す
る第２当接部６３の下端に当接し、下端部が係合溝５１の最下端であるコンクリート基礎
３の上端面に当接する。柱状支持部材５の上端部には柱状支持部材５の開口端部に嵌合す
るキャップ部材８が設けられ、キャップ部材８により係合溝５１の上端部が閉塞されてい
る。
【００１２】
　各羽板６は、羽板本体部６１と、羽板本体部６１の両端に設けられた係合部としての係
合突部６２と、を備えている。羽板本体部６１は、例えばアルミ合金製の鋳物であり、所
定の巾寸法（例えば、３５ｃｍ）、所定の厚み（例えば、１０ｍｍ～１５ｍｍ）及び所定
の長手方向の長さ（例えば８０～９０ｃｍ）で、長尺の板状に形成されている。
　係合突部６２は、図２～図４に示すように、後述する連結部６５によって、羽板本体部
６１に対して羽板本体部６１の厚み方向の一方側Ａにずれた位置に設けられている。係合
突部６２は、連結部６５を介して、羽板本体部６１の両端部よりさらに羽板本体部６１の
長手方向に突出させて設けられている。また、係合突部６２は、羽板本体部６１と平行に
設けられている。羽板本体部６１の両端部の係合突部６２が係合溝５１に夫々係合される
ことで、複数の羽板６は、厚み方向の移動が規制されて一対の柱状支持部材５の間に柱状
支持部材５の長手方向に沿って並設される。
【００１３】
　各羽板６は、隣接する羽板６の羽板本体部６１を係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して同
一側に位置させたとき、羽板本体部６１を柱状支持部材５の長手方向に沿って第１平面ｈ
１上に配設する（図４参照）ことが可能であるとともに、隣接する羽板６の羽板本体部６
１を係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して互いに反対側に位置させたとき、羽板本体部６１
を柱状支持部材５の長手方向に沿って第１平面ｈ１及び第１平面ｈ１に平行な第２平面ｈ
２上に交互に位置するよう配設する（図７参照）ことが可能な配設部としての連結部６５
を有している。基準線ＢＳＬは、第１平面ｈ１と第２平面ｈ２とを区分けする基準線であ
り、第１実施形態では係合溝５１の巾方向の中心に位置する仮想上の線である。
【００１４】
　連結部６５は、図２及び図３に示すように、羽板本体部６１と係合突部６２との間に設
けられ、羽板本体部６１と係合突部６２とを連結している。連結部６５は、羽板本体部６
１の長手方向の両端部に基端部が一体に連結するとともに、羽板本体部６１が形成する長
手方向の面に対して直角方向に沿って所定の長さで延在する。連結部６５の先端部には係
合突部６２の基端部が一体に連結されている。係合突部６２は、連結部６５が形成する羽
板本体部６１の厚み方向の面に対して直角に、かつ羽板本体部６１に対して平行に設けら
れている。これによって、連結部６５は、羽板本体部６１の両端の各端部に対して係合突
部６２を羽板本体部６１の厚み方向に所定長さｔ１ずらして連結するよう構成されている
（図５参照）。
【００１５】
　連結部６５は、隣接する羽板６の羽板本体部６１が係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して
同一側（図４および図５において左側）に位置するように両端の係合突部６２が係合溝５
１に係合されたとき、複数の羽板本体部６１を第１平面ｈ１上に位置するよう配設する。
　また、連結部６５は、隣接する羽板６の羽板本体部６１が係合溝５１の基準線ＢＳＬに
対して反対側に位置するよう、図７および図８に示すように、両端の係合突部６２が係合
溝５１に係合されたとき、複数の羽板本体部６１を第１平面ｈ１及び第２平面ｈ２上に交
互に位置するよう配設する。
【００１６】
　また、羽板６は、図４に示すように、連結部６５により、複数の羽板本体部６１を基準
線ＢＳＬに対して同一側であって、第１平面ｈ１上に位置するよう配設するとき、隣接す
る羽板６の羽板本体部６１間に、羽板本体部６１を正面から見たときに、隙間７が形成さ
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れるよう羽板本体部６１間の間隔を維持する第１維持部としての第１当接部６４を備えて
いる。本実施形態においては、連結部６５が第１当接部６４として機能するよう構成され
ている。
　そのため、第１当接部６４は、羽板本体部６１と係合突部６２との間に設けられ、羽板
本体部６１と係合突部６２とを連結している。第１当接部６４は、羽板本体部６１の巾寸
法Ｗ１より長い巾寸法Ｌ１（例えば４０ｃｍ）で形成されている（図３参照）。第１当接
部６４の上端部及び下端部には、厚み方向に、例えば３０度で傾斜する傾斜面６４ａがそ
れぞれ設けられている。なお、第１当接部６４の巾寸法Ｌ１は、上端の鋭角の先端から下
端の鋭角の先端までの長さではなく、図３に示すように、羽板本体部６１の厚み方向の同
じ位置における第１当接部６４の上端から下端までの長さである。
　隣接する羽板６の羽板本体部６１が、係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して同一側に位置
するように、複数の羽板６が一対の柱状支持部材５間に並設されたとき、隣接する羽板本
体部６１間に隙間７が形成されるよう隣接する羽板６間で互いに当接する。そのため、目
隠しフェンス１は、隣接する羽板６の羽板本体部６１間に隙間７が形成された素通し状態
となる。
【００１７】
　また、羽板６は、連結部６５により、隣接する羽板６の羽板本体部６１を基準線ＢＳＬ
に対して反対側に位置させる場合であって、複数の羽板本体部６１が第１平面ｈ１及び第
２平面ｈ２上に交互に位置するよう配設されるとき、隣接する羽板６の羽板本体部６１間
に、羽板本体部６１を正面から見たときに、隙間が形成されないよう羽板本体部６１間の
間隔を維持する第２維持部としての第２当接部６３を備えている。
　本実施形態において、係合突部６２が第２当接部６３として機能するよう構成されてい
る。そのため、係合突部６２は、羽板本体部６１の巾方向の上端部及び下端部に後述する
傾斜面６３ａを備えた当接面を有している。
　第２当接部６３は、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１より短い巾寸法Ｌ２（例えば３０ｃｍ
）で形成されている（図３参照）。第２当接部６３の上端部及び下端部には、厚み方向に
、例えば３０度で傾斜する傾斜面６３ａがそれぞれ設けられている。なお、第２当接部６
３の巾寸法Ｌ２は、上端の鋭角の先端から下端の鋭角の先端までの長さではなく、図３に
示すように、羽板本体部６１の厚み方向の同じ位置における第２当接部６３の上端から下
端までの長さである。
　隣接する羽板６の羽板本体部６１が、図７および図８に示すように、連結部６５によっ
て係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して反対側に位置するように、複数の羽板６が一対の柱
状支持部材５間に並設されたとき、第２当接部６３は、隣接する羽板６の羽板本体部６１
が巾方向に重なるように隣接する羽板６間で互いに当接する。そのため、目隠しフェンス
１（１ｂ）は、図６に示すように、隣接する羽板６の羽板本体部６１間に、羽板本体部６
１を正面から見たときに、隙間が形成されない目隠し状態となる。
【００１８】
　隣接する羽板６の羽板本体部６１を、係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して同一側に位置
するように配設された羽板６（図４参照）と、隣接する羽板６の羽板本体部６１が係合溝
５１の基準線ＢＳＬに対して反対側に位置するように配設された羽板６（図７参照）との
関係を以下に説明する。
　まず、隣接する羽板６の羽板本体部６１を係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して同一側で
ある第１平面ｈ１上に位置するように配設した状態を図４に示す。この様に配設された羽
板６の第２当接部６３の傾斜面６３ａについて、上部傾斜面６３ａ１と下部傾斜面６３ａ
２とに区別して記載する。上部傾斜面６３ａ１は羽板本体部６１の上部に、下部傾斜面６
３ａ２は羽板本体部６１の下部に位置し、隣接する羽板６間においては、後述する巾寸法
の大きな第１当接部６４が当接しているので、上部傾斜面６３ａ１と下部傾斜面６３ａ２
とは、いずれも当接していない。
　これに対して、隣接する羽板６の羽板本体部６１が係合溝５１の基準線ＢＳＬに対して
反対側に位置するように配設した状態を図７に示す。この場合、第２平面ｈ２上に羽板本
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体部６１が配設される羽板６について、羽板６上下を逆にして配設されている。そのため
、第２当接部６３の上部傾斜面６３ａ１が下部に配置され、下部傾斜面６３ａ２が上部に
配置される。その結果、隣接する羽板６において、上部傾斜面６３ａ１同士、および下部
傾斜面６３ａ２同士が夫々当接した状態となる。
【００１９】
　　（素通し状態とする組み付け方法）
　上記のように構成された目隠しフェンス１において、素通し状態の目隠しフェンス１ａ
とする組み立て方法を、図１、図４および図５を使用して以下に説明する。なお、柱状支
持部材５を立設するためのコンクリート基礎の造作は、本実施形態に係る発明のポイント
となる個所ではないため、簡単に記載する。
　まず、目隠しフェンスを設ける位置の地面に沿って連続する溝を造作し、造作された溝
に取り外し可能な型枠を配置する。
【００２０】
　次に、複数の柱状支持部材５を、溝に沿って立設させる。この場合、間に設けられる羽
板６の長さに合わせて対となった柱状支持部材５相互の間隔を決め、立設させた状態で溝
の中に仮に固定する。隣り合う柱状支持部材５は、対面する面５ａに設けられた係合溝５
１同士が平行になるよう夫々立設される。
　次に、溶解した生コンクリートを溝の中に流入する。コンクリートが固まったところで
、型枠を取り除く。
　柱状支持部材５は、下部がコンクリート基礎に強固に埋設された状態で、夫々垂直に立
設される。
【００２１】
　次に、対となった係合溝５１の下端部にストッパ部品５２を夫々嵌入する。
　次に、図４に示すように、目隠しフェンス１（１ａ）で囲まれる外側（図４において、
左側）に羽板本体部６１を向けた状態で、羽板６を対となった柱状支持部材５の間に配置
する。その際、係合溝５１の基準線ＢＳＬの外側に羽板本体部６１が位置するようにして
、対となった柱状支持部材５の係合溝５１の上方から、１枚目の羽板６の係合突部６２を
夫々挿入させる。羽板６は、係合溝５１の下端部のストッパ部品５２に係合突部６２の下
端部が当接するまで下方にスライドさせる。
【００２２】
　次に、２枚目の羽板６を、羽板本体部６１を外側に向けた状態で、１枚目の羽板６と同
様に係合溝５１の上方から係合突部６２を挿入させる。そして、２枚目の羽板６を、１枚
目の羽板６の第１当接部６４の上端の傾斜面６４ａと２枚目の羽板６の第１当接部６４の
下端の傾斜面６４ａとを当接させて配置する。この際に、１枚目及び２枚目の羽板本体部
６１は、係合溝５１に対して外側になった状態で配置される。
【００２３】
　次に、３枚目の羽板６を、羽板本体部６１を外側に向けた状態で、２枚目の羽板６と同
様に係合溝５１の上方から係合突部６２を挿入させる。そして、３枚目の羽板６を、２枚
目の羽板６の第１当接部６４の上端の傾斜面６４ａと３枚目の羽板６の第１当接部６４の
下端の傾斜面６４ａとを当接させて配置する。この際に、図４に示すように、１枚目、２
枚目および３枚目の羽板本体部６１は、第１平面ｈ１上に並ぶとともに、係合溝５１に対
してすべて外側になった状態で配置される。羽板６間で相互に当接する第１当接部６４の
巾寸法Ｌ１は、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１よりも長いので、図１および図４に示すよう
に、素通し状態を実現する隙間７が、各羽板本体部６１間で形成される。最後に、キャッ
プ部材８を柱状支持部材５の先端に嵌合する。
【００２４】
　　（目隠し状態とする組み付け方法）
　上記のように構成された目隠しフェンス１において、目隠し状態の目隠しフェンス１ｂ
とする組み立て方法を、図６、図７および図８を使用して以下に説明する。なお、コンク
リート基礎３の造作等は同様なので、説明を省略する。
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　図７に示すように、目隠しフェンス１（１ｂ）で囲われる内側（図７において、右側）
に羽板本体部６１が配置されるように羽板６を対となった柱状支持部材５の間に配置する
。その際、対となった柱状支持部材５の係合溝５１の上方から、１枚目の羽板６の係合突
部６２を夫々挿入させる。羽板６は、係合溝５１の下端部のストッパ部品５２に係合突部
６２の下端部が当接するまで下方にスライドさせる。
【００２５】
　次に、２枚目の羽板６を、羽板本体部６１を外側に向けた状態で、係合溝５１の上方か
ら係合突部６２を挿入させる。そして、２枚目の羽板６を、１枚目の羽板６の第２当接部
６３の上端の傾斜面６３ａと２枚目の羽板６の第２当接部６３の下端の傾斜面６３ａとを
当接させて配置する。この際に、１枚目及び２枚目の羽板本体部６１は、係合溝５１を挟
んで反対側になった状態で配置される。
【００２６】
　次に、３枚目の羽板６を、羽板本体部６１を内側に向けた状態で、１枚目の羽板６と同
様に係合溝５１の上方から係合突部６２を挿入させる。そして、３枚目の羽板６を、２枚
目の羽板６の第２当接部６３の上端の傾斜面６３ａと３枚目の羽板６の第２当接部６３の
下端の傾斜面６３ａとを当接させて配置する。
【００２７】
　次に、４枚目の羽板６を、羽板本体部６１を外側に向けた状態で、２枚目の羽板６と同
様に係合溝５１の上方から係合突部６２を挿入させる。そして、４枚目の羽板６を係合溝
５１に沿って下方にスライドさせ、３枚目の羽板６の第２当接部６３の上端の傾斜面６３
ａと４枚目の羽板６の第２当接部６３の下端の傾斜面６３ａとを当接させて配置する。こ
の際に、羽板６は、図７および図８に示すように、１枚目及び３枚目の羽板本体部６１が
第２平面ｈ２上に並び、２枚目及び４枚目の羽板本体部６１が第１平面ｈ１上に並び、係
合溝５１を挟んで交互に反対側になった状態で配置される。羽板６間で相互に当接する第
２当接部６３の巾寸法Ｌ２、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１よりも短いので、図６および図
７に示すように、隣り合う羽板６の羽板本体部６１同士が一部分重なって、目隠し状態を
実現する。隣接する羽板６の羽板本体部６１は、係合溝５１に対して反対側に交互に配置
されて、羽板本体部６１相互間において厚み方向に隙間が生じているので、目隠し状態で
の通気性が確保されている。
【００２８】
　　（素通し状態から目隠し状態への変更）
　素通し状態の目隠しフェンス１ｂは、図１および図４に示すように、３枚の羽板６が一
対の柱状支持部材５間に並設されている。柱状支持部材５の係合溝５１の長さＬ０が、例
えば、１２２ｃｍであり、羽板６の合計巾寸法を構成する３枚の羽板６の各第１当接部６
４の巾寸法Ｌ１は、例えば４０ｃｍで形成されている。また、第２当接部６４の一つの端
部の傾斜面６４ａの上下方向の長さを、例えば、２ｃｍとする。
　目隠し状態とするため、素通し状態となっている柱状支持部材５の間から３枚の羽板６
を取り外す。続いて、上述の「目隠し状態とする組み付け方法」によって、隣接する羽板
本体部６１が、係合溝５１に対して互いに反対側となる第１平面ｈ１および第２平面ｈ２
上に位置するように柱状支持部材５の間に羽板６を並設する。この場合、羽板６を不足分
として１枚追加し、合計４枚の羽板６を並設する。そして、隣接する羽板６間で第２当接
部６３が互いに当接した状態となる。第２当接部６３の巾寸法Ｌ２は３０ｃｍであり、４
枚の羽板６で合計される第２当接部６３の長さは、３０ｃｍ×４＝１２０ｃｍに傾斜面６
４ａの長さ、２ｃｍ加えた１２２ｃｍであり、係合溝５１の長さ１２２ｃｍに一致する。
そのため、羽板６について寸法調整のための加工等を行なうことなく、目隠し状態の目隠
しフェンス１ｂとなる（図７参照）。
　言い換えると、図４に示すように、柱状支持部材５に第１当接部６４が互いに当接した
状態で３枚の羽板６が並設される場合において、柱状支持部材５に並設された３枚の羽板
６で合計される第２当接部６３の長さは、３０ｃｍ×３＝９０ｃｍに傾斜面６４ａの長さ
２ｃｍ加えた９２ｃｍである。柱状支持部材５の長さＬ０＝１２２ｃｍから、３枚の羽板
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６で合計される第２当接部６３の長さ９２ｃｍを減算した長さが、第２当接部６３の巾寸
法３０ｃｍの整数倍（１倍）となるよう柱状支持部材５の長さ、第１当接部６４の巾寸法
Ｌ１および第２当接部６３の巾寸法Ｌ２が設定されている。１枚の羽板６を追加すること
で、４枚の羽板６による目隠し状態の目隠しフェンス１ｂに、簡単に変更することができ
る。
【００２９】
　なお、第１実施形態のように、第２当接部６３の当接面に傾斜面６３ａが形成されてい
る場合、並設される所定枚数Ｎの羽板６の第２当接部６３の巾寸法Ｌ２の合計値にＮ×Ｌ
２に、１つの傾斜面６３ａの長手方向の長さ（例えば、２ｃｍ）を加えて、所定枚数の第
２当接部６３の合計長さとしたが、第２当接部６４の当接面が水平面である場合、第２当
接部６３の合計長さとして、１つの傾斜面６３ａの長手方向の長さ２ｃｍを加える必要が
ない。
【００３０】
　また、柱状支持部材５の長さＬ０は、複数の羽板６が係合溝５１に係合されたとき、最
下端の配置された羽板６の第２当接部６３の下端から、最上端に配置された羽板６の第２
当接部６３の上端までの長さをいう。例えば、一番下に配置される羽板６とコンクリート
基礎３の上端面との間を広げるため、上下方向に長いストッパ部材を嵌入した場合におい
ては、その長いストッパ部材の長さを差し引いた分が、柱状支持部材５の長さＬ０となる
。
【００３１】
　上述した記載より明らかなように、本実施形態の目隠しフェンス１は、平行に配置され
対向面５ａに長手方向に沿って係合溝５１が夫々形成された一対の柱状支持部材５と、長
板状に形成された羽板本体部６１と羽板本体部６１の両端に設けられ係合溝５１に係合す
る係合突部６２とを夫々有し、一対の柱状支持部材５の係合溝５１に両端の係合突部６２
が夫々係合することで一対の柱状支持部材５間に並設される複数の羽板６と、を備え、各
羽板６は、隣接する羽板６の羽板本体部６１を係合溝５１に対して同一側に位置させたと
き、羽板本体部６１を柱状支持部材５の長手方向に沿って第１平面ｈ１上に位置するよう
に配設するとともに、隣接する羽板６の羽板本体部６１を係合溝５１に対して互いに反対
側に位置させたとき、羽板本体部６１を柱状支持部材５の長手方向に沿って第１平面ｈ１
及び第１平面ｈ１に平行な第２平面ｈ２上に交互に位置するように配設する連結部６５と
、連結部６５により、複数の羽板本体部６１を第１平面ｈ１上に位置するように配設する
とき、隣接する羽板６の羽板本体部６１間に、羽板本体部６１を正面から見たときに、隙
間７が形成されるように羽板本体部６１間の間隔７を維持する第１当接部６４と、連結部
６５により、複数の羽板本体部６１を第１平面ｈ１及び第２平面ｈ２上に交互に位置する
ように配設するとき、隣接する羽板６の羽板本体部６１間に、羽板本体部６１を正面から
見たときに、隙間７が形成されないように羽板本体部６１間の間隔を維持する第２当接部
６３と、を有する。
【００３２】
　これによると、連結部６５により、複数の羽板本体部６１が第１平面ｈ１上に位置する
よう配設するとき、第１当接部６４により隣接する羽板６の羽板本体部６１間に、羽板本
体部６１を正面から見たときに、隙間７が形成されるよう隣接する羽板本体部６１の間隔
を維持し、フェンスを通して内部の確認が可能な素通し状態とする。連結部６５により、
複数の羽板本体部６１が第１平面ｈ１及び第２平面ｈ２上に交互に位置するよう配設する
とき、第２当接部６３により隣接する羽板６の羽板本体部６１間に、羽板本体部６１を正
面から見たときに、隙間７が形成されないよう羽板本体部６１の間隔を維持し、人の視線
をフェンスで遮る目隠し状態とする。
　このように、複数の羽板６を一対の柱状支持部材５に組み付ける際に、羽板本体部６１
を第１平面ｈ１に位置するように配設する場合と、羽板本体部６１を第１平面ｈ１および
第２平面ｈ２に交互に位置するよう配設する場合と、のいずれかを選択することで、フェ
ンスに目隠し状態と素通し状態とを簡単に実現させることができる。
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【００３３】
　また、係合溝５１は、柱状支持部材５の長手方向に延在するものであり、係合突部６２
は、羽板本体部６１の両端に羽板本体部６１の長手方向に突設され係合溝５１に係合する
ものであり、連結部６５は、羽板本体部６１の両端の各端部に対して係合突部６２を羽板
本体部６１の厚み方向に所定長さｔ１ずらして連結し、隣接する羽板６の羽板本体部６１
が係合溝５１に対して同一側に位置するように両端の係合突部６２が係合溝５１に係合さ
れたとき、複数の羽板本体部６１を第１平面ｈ１上に位置するように配設し、隣接する羽
板６の羽板本体部６１が係合溝５１に対して反対側に位置するように両端の係合突部６２
が係合溝５１に係合されたとき、複数の羽板本体部６１を第１平面ｈ１及び第２平面ｈ２
上に交互に位置するように配設するものであり、第１当接部６４は、羽板本体部６１の両
端に設けられ、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１より長い巾寸法Ｌ１を有し、隣接する羽板６
の羽板本体部６１が、連結部６５によって係合溝５１に対して同一側に位置するように、
複数の羽板６が一対の柱状支持部材５間に並設されたとき、隣接する羽板本体部６１間に
隙間７が形成されるように隣接する羽板６間で互いに当接するものであり、第２当接部６
３は、羽板本体部６１の両端に設けられ、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１より短い長さＬ２
で形成され、隣接する羽板６の羽板本体部６１が、連結部６５によって係合溝５１に対し
て反対側に位置するように、複数の羽板６が一対の柱状支持部材５間に並設されたとき、
隣接する羽板６の羽板本体部６１間に隙間が形成されないように隣接する羽板６間で互い
に当接するものである。
【００３４】
　これによると、一対の柱状支持部材５に複数の羽板６を組み付ける際に、隣接する羽板
６の羽板本体部６１が係合溝５１に対して同一側に位置するように両端の係合突部６２が
係合溝５１に係合されたとき、複数の羽板本体部６１が第１平面ｈ１上に位置するよう配
設する。この場合、第１当接部６４同士が隣接する羽板６間で当接する。第１当接部６４
の巾寸法Ｌ１は、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１より長いので、隣り合う羽板本体部６１の
間には隙間７を生じ、フェンスを通してフェンスの向こう側の確認が可能な素通し状態と
なる。
【００３５】
　一対の柱状支持部材５に複数の羽板６を組み付ける際に、隣接する羽板６の羽板本体部
６１が係合溝５１に対して反対側に位置するように両端の係合突部６２が係合溝５１に係
合されたとき、連結部６５により、複数の羽板本体部６１は第１平面ｈ１及び第２平面ｈ
２上に交互に位置するよう配設される。この場合に、第２当接部６３同士が隣接する羽板
６間で当接するが、第２当接部６３の巾寸法Ｌ２は、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１よりも
短いので、羽板本体部６１の巾方向の端部が重なって、フェンスを目隠し状態とする。
　このように、羽板６の組み付けの際に、隣接する羽板６で当接部６３，６４を変えるこ
とで、フェンスに目隠し状態と、素通し状態とを簡単に実現させることができる。
　また、柱状支持部材５の係合溝５１に係合突部６２を係合させるだけで、ねじや穴加工
を必要とすることなく、簡単かつ迅速に羽板６を柱状支持部材５に組み付けることができ
る。
【００３６】
　また、本実施形態の目隠しフェンスにおいて、係合突部６２は、第２当接部６３として
も機能する。
　これによると、係合突部６２を第２当接部６３として機能させることで、羽板６をコン
パクトに低コストで形成することができる。
【００３７】
　また、本実施形態の目隠しフェンスにおいて、連結部６５は、第１当接部６４としても
機能する。
　このように、連結部６５を第１当接部６４として機能させることで、羽板６をコンパク
トに低コストで形成することができる。
【００３８】
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　また、一対の柱状支持部材５間に複数の羽板６が配設されたとき、相互に当接する第１
当接部６４の端部、および相互に当接する第２当接部６３の端部には、係合溝５１の巾方
向に傾斜する当接面６３ａ，６４ａが夫々設けられている。
　これによると、隣接する羽板６の第１当接部６４同士または第２当接部６３同士で当接
した際に、当接する方向の力によって、傾斜した当接面６３ａ，６４ａがそれぞれ係合溝
の巾方向に相互にずれることで、当接する方向の力を係合溝５１の巾方向に互いに広がる
方向の力に変換する。その結果、係合溝５１と係合突部６２と間のがたつきをなくし、羽
板６を柱状支持部材５にしっかりと組み付けすることができる。
【００３９】
　また、柱状支持部材５に第１当接部６４（例えば、巾寸法Ｌ１＝４０ｃｍ）が互いに当
接した状態で所定枚数（例えば、３枚）の羽板６が並設される場合において、柱状支持部
材５の長さ（例えば、Ｌ０＝１２２ｃｍ）から柱状支持部材５に並設された所定枚数の羽
板６の第２当接部６３の長さ（例えば、Ｌ２＝３０ｃｍ）の合計値（３０ｃｍ×３＋２ｃ
ｍ＝９２ｃｍ）（なお、２ｃｍは、傾斜面６４ａの上下方向の長さ）を引いた長さ（１２
２－９２＝３０ｃｍ）が、第２当接部６３の巾寸法（Ｌ２＝３０ｃｍ）の整数倍（１倍）
となるよう柱状支持部材５の長さＬ０、第１当接部６４の巾寸法Ｌ１および第２当接部６
３の巾寸法Ｌ２が設定されている。
　これによると、羽板６の切断等による寸法調整などの煩雑な作業を行うことなく、配設
する羽板６の枚数を変えるだけで、目隠し状態、或は素通し状態に簡単に変更することが
できる。
【００４０】
　なお、上記第１実施形態の目隠しフェンス１は、柱状支持部材５の長さＬ０を１２２ｃ
ｍ、第１当接部６４の幅寸法Ｌ１を４０ｃｍおよび第２当接部６３の巾寸法Ｌ２を３０ｃ
ｍとしたが、これに限定されず、例えば、柱状支持部材５の長さＬ０を１８２ｃｍ、第１
当接部６４の幅寸法Ｌ１を６０ｃｍおよび第２当接部６３の巾寸法Ｌ２を３０ｃｍとして
もよい。３枚の羽板で素通し状態の目隠しフェンスであった場合、さらに羽板を３枚追加
することで、目隠し状態の目隠しフェンスに変更することができる。
【００４１】
　また、上記第１実施形態の目隠しフェンス１は、垂直方向に立設された柱状支持部材５
間に複数の羽板６を横方向に架設するものとしたが、これに限定されず、例えば、図９ま
たは図１０に示すように、水平方向に支持された柱状支持部材１０５間に複数の羽板１０
６を縦方向に架設する目隠しフェンス１０１でもよい。
【００４２】
　この場合、コンクリート基礎３により、対となった支持柱１０２が平行に立設されてい
る。柱状支持部材１０５は、対に立設された支持柱１０２の上部と下部とにおいて両端部
が夫々支持されている。係合溝１５１は、柱状支持部材１０５の上下方向に対向する対向
面１０５ａにおいて、柱状支持部材１０５の長手方向に沿って設けられている。各羽板１
０６は、羽板本体部１６１の長手方向を縦方向に配列するようにして上下の柱状支持部材
１０５間に設けられる。
【００４３】
　隣接する羽板１０６の羽板本体部１６１が、係合溝１５１に対して同一側に位置するよ
うに、複数の羽板１０６が一対の柱状支持部材１０５間に並設されたとき、隣接する羽板
本体部１６１は縦方向に延在する隙間１０７を生じる（図９）。これによって、素通し状
態の目隠しフェンス１０１ａとなる。
【００４４】
　隣接する羽板１０６の羽板本体部１６１が、係合溝１５１に対して反対側に位置するよ
うに、複数の羽板１０６が一対の柱状支持部材１０５間に並設されたとき、縦方向に延在
する羽板本体部１６１が、隣接する羽板１０６間において巾方向に重なる（図１０）。こ
れによって、目隠し状態の目隠しフェンス１０１ｂとなる。
　これらの点について、上述の第１実施形態と相違し、その他の構成については同様であ
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るので同じ符号を付与して説明を省略する。また、作用効果についても上述の第１実施形
態同様である。
【００４５】
　また、第１実施形態において、連結部６５を第１当接部６４として機能するよう構成し
たが、これに限定されず、例えば、第１当接部を羽板本体部の長手方向の両端部に設けて
もよい。
　また、係合突部６２を第２当接部６３として機能するよう構成したが、これに限定され
ず、例えば、第１実施形態における連結部６５に対して羽板本体部側とは反対方向に突出
させた位置に第２当接部を設けてもよい。
　また、第１当接部６４および第２当接部６３において当接面を傾斜面としたが、これに
限定されず、例えば、傾斜面ではなく水平面でもよい。
【００４６】
　　＜第２実施形態＞
　次に、本発明の目隠しフェンスの第２の実施形態について図１１～図１２に基づいて説
明する。第２実施形態の目隠しフェンス２０１は、羽板２６において、羽板本体部６１と
係合突部６２とを連結する連結部６５は存在するが、羽板本体部６１の巾寸法Ｗ１より大
きい巾寸法で突出する第１当接部が存在しない。その代わりに、目隠しフェンス２０１（
２０１ａ）を素通し状態にするときに、隣接する羽板２６において、係合溝２５１に係合
された係合突部６２としての当接部（第１実施形態における第２当接部に相当する）２６
３の間にスペーサ２６４が設けられる。このスペーサ２６４は、羽板本体部６１を正面か
ら見たときに、隙間２０７を形成するように羽板本体部６１間の間隔を維持する第１維持
部に相当する。また、係合溝２５１は、スペーサ２６４が脱落しない形状に構成されてい
る。これらの点において第１実施形態と相違する。
【００４７】
　スペーサ２６４は、例えば、アルミニウム合金鋳物製で、係合溝２５１に嵌入可能とす
る巾寸法で設定されている。スペーサ２６４の係合溝２５１に嵌入される奥行き寸法は、
係合溝２５１の深さ寸法と同様な寸法で設定されている。スペーサ２６４の上下の端面に
は当接部２６３の上部傾斜面２６３ａ１または下部傾斜面２６３ａ２に当接する傾斜面２
６４ａが形成されている。スペーサ２６４の上下の端面に形成された傾斜面は互いに平行
であり、全体として平行四辺形の柱状に形成されている。そして、スペーサ２６４は、図
１１に示すように、羽板２６とともに係合溝２５１に嵌入された際に、所望の隙間２０７
を隣接する羽板本体部６１間で形成する長さ寸法で形成されている。
【００４８】
　係合溝２５１の内側に対向する両側壁には、図１３に示すように、係合溝２５１の長手
方向に延在する外れ防止溝２５１ａが設けられている。スペーサ２６４の前記側壁に対向
する側面には外れ防止溝２５１ａに対して長手方向にスライド可能に係合する係合突条２
６４ｂが設けられている。これらの外れ防止溝２５１ａおよび係合突条２６４ｂにより、
スペーサ２６４は、係合溝２５１に対して係合溝２５１の長手方向にスライド可能かつ係
合溝２５１からの脱落が防止される。
【００４９】
　目隠しフェンス２０１（２０１ｂ）を目隠し状態にするときには、図１２に示すように
、スペーサ２６４を使用することなく、隣接する羽板２６の羽板本体部６１を係合溝２５
１の基準線ＢＳＬに対して反対側に位置させ、隣接する羽板２６の当接部（第１実施形態
における第２当接部に相当する）２６３同士を当接させている。
　その他の構成は、第１実施形態と同様であり、同じ符号を付与して説明を省略する。
　なお、第２実施形態において係合溝２５１の対向する側面に夫々外れ防止溝２５１ａを
形成したが、これに限定されず、例えば、係合溝を、蟻溝とするものでもよい。この場合
、スペーサは、蟻溝に合わせて断面台形状の柱状に形成され、羽板の両端部も蟻溝に合わ
せて、端部に向かって厚みが増加する形状に形成される。
【００５０】
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　　（素通し状態とする組み付け方法）
　羽板本体部６１を、係合溝２５１に対して同一側に直列に並設することにより素通し状
態とするときには、スペーサ２６４と羽板２６とを、例えば、以下の順に組み付ける。柱
状支持部材２０５を立設する作業は、第１実施形態と同様なので説明を省略する。柱状支
持部材２０５は、地面である立設面２上に夫々の対向面２０５ａが対向した状態で互いに
平行に立設されている。
【００５１】
　まず、対となった係合溝２５１の下端部にストッパ部品５２を夫々嵌入する。
　次に、図１１に示すように、目隠しフェンス２０１（２０１ａ）で囲まれる外側（図１
１において、左側）に羽板本体部６１を向けた状態で、羽板２６を対となった柱状支持部
材２０５の間に配置する。その際、係合溝２５１の基準線ＢＳＬの外側に羽板本体部６１
が位置するようにして、対となった柱状支持部材２０５の係合溝２５１の上方から、１枚
目の羽板２６の係合突部６２を夫々挿入させる。羽板２６は、係合溝２５１の下端部のス
トッパ部品５２に係合突部６２の下端部が当接するまで下方にスライドさせる。
【００５２】
　次に、スペーサ２６４を対となった柱状支持部材２０５の係合溝２５１に夫々嵌入する
。その際に、スペーサ２６４の係合突条２６４ｂを、係合溝２５１の外れ防止溝２５１ａ
に嵌入した状態とし、その状態でスペーサ２６４を係合溝２５１に沿って下方へスライド
させる。そして、一番下に配設された羽板２６の係合突部６２（当接部２６３）の上部傾
斜面２６３ａ１にスペーサ２６４の下端の傾斜面２６４ａを当接させる。
【００５３】
　次に、２枚目の羽板２６を、羽板本体部６１を外側に向けた状態とし、１枚目の羽板２
６と同様に係合溝２５１の上方から係合突部６２を挿入する。そして、２枚目の羽板２６
を、スペーサ２６４の上端の傾斜面２６４ａと２枚目の羽板２６の当接部２６３の下部傾
斜面２６３ａ２とを当接させて配置する。この際に、１枚目及び２枚目の羽板本体部６１
は、係合溝２５１に対して外側になった状態で配置される。
【００５４】
　次に、スペーサ２６４を対となった柱状支持部材２０５の係合溝２５１に夫々嵌入する
。その際に、スペーサ２６４の係合突条２６４ｂを、係合溝２５１の外れ防止溝２５１ａ
に嵌入した状態とし、その状態でスペーサ２６４を係合溝２５１に沿って下方へスライド
させる。そして、２番目に配設された羽板２６の当接部２６３の上部傾斜面２６３ａ１に
スペーサ２６４の下端の傾斜面２６４ａを当接させる。
【００５５】
　次に、３枚目の羽板２６を、羽板本体部６１を外側に向けた状態で、２枚目の羽板２６
と同様に係合溝２５１の上方から係合突部６２を挿入させる。そして、３枚目の羽板２６
を、２つ目のスペーサ２６４の上端の傾斜面２６４ａと３枚目の羽板２６の当接部２６３
の下部傾斜面２６３ａ２とを当接させて配設する。この際に、図１１に示すように、１枚
目、２枚目および３枚目の羽板本体部６１は、第１平面ｈ１上に並ぶとともに、係合溝２
５１に対してすべて外側になった状態で配設される。羽板２６間に配設されるスペーサ２
６４によって、図１１に示すように、素通し状態を実現する隙間２０７が、各羽板本体部
６１間で形成される。最後に、キャップ部材８を柱状支持部材５の先端に嵌合する。
　この場合、基準線ＢＳＬに対して同一側に、かつ第１平面ｈ１上に羽板本体部６１が位
置するように、複数の羽板２６が、一対の柱状支持部材２０５間に、並設された状態にな
っている。
【００５６】
　　（目隠し状態とする組み付け方法）
　上記のように構成された目隠しフェンス２０１において、目隠し状態の目隠しフェンス
２０１ｂ（図１２参照）とする組み立て方法は、第１実施形態における目隠し状態の目隠
しフェンスとする組立方法と同様なので、説明を省略する。
【００５７】
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　　＜第３実施形態＞
　次に、本発明の目隠しフェンスの第３の実施形態について、図１４～図１７に基づいて
説明する。第３実施形態の目隠しフェンス３０１は、被係合部としての係合条３５１が、
一対の柱状支持部材３０５の対向面３０５ａに、長手方向に連続して形成されている。係
合条３５１は、柱状支持部材３０５の対向面３０５ａより断面が方形状に突出して形成さ
れている。係合条３５１は、柱状支持部材３０５の対向面３０５ａに直角な方向に沿って
形成された第１接合面３５１ａと、第１接合面３５１ａの反対側に第１接合面３５１ａに
平行な方向に沿って形成された第２接合面３５１ｂとを、有している。第１接合面３５１
ａに複数の羽板３６が接合される場合に、羽板本体部３６１が第１平面ｈ１上に位置する
よう配置される。第２接合面３５１ｂに複数の羽板３６が接合される場合に、羽板本体部
３６１が第２平面ｈ２上に位置するよう配置される。係合条３５１の第１接合面３５１ａ
と第２接合面３５１ｂとが配設部に対応する。
【００５８】
　柱状支持部材３０５には、二種類のグループに属する複数のねじ挿入穴が貫設されてい
る。各ねじ挿入穴は、挿入される皿ねじ３７のねじ軸の外径より大きな内径にいわゆるバ
カ穴で形成されている。
　第１のグループは、図１４および図１５に示すように、柱状支持部材３０５の長手方向
に沿って複数の羽板本体部３６１が直列するように、第１接合面３５１ａに直角な一方側
から羽板本体部３６１を当接した状態で、前記一方側の反対側の他方側（第２接合面３５
１ｂ側）からねじで羽板本体部３６１を固定するため、第２接合面３５１ｂ側に設けられ
た第１ねじ挿入穴３７１のグループである。
　第１ねじ穴挿入穴３７１は、隣り合う第１ねじ穴挿入穴３７１間の間隔Ｐ１が、羽板本
体部３６１の巾寸法Ｗ３より大きく設定されている。間隔Ｐ１は、羽板本体部３６１の巾
寸法Ｗ３に所望の隙間３０７を加えた寸法となっている。
【００５９】
　第２のグループは、図１６および図１７に示すように、第１接合面３５１ａに羽板本体
部３６１が当接した状態で、第２接合面３５１ｂ側からねじで固定するために第２接合面
３５１ｂ側に設けられた第２ねじ挿入穴３７２と、第２接合面３５１ｂに羽板本体部３６
１が当接した状態で、第１接合面３５１ａ側からねじで固定するために第１接合面３５１
ａ側に設けられた第３ねじ挿入穴３７３とで構成されるグループである。この第２グルー
プは、第２ねじ挿入穴３７２と第３ねじ挿入穴３７３とが、係合条３５１の互に反対とな
る接合面３５１ａ，３５１ｂに交互に設けられる。隣り合う第２ねじ挿入穴３７２と第３
ねじ挿入穴３７３との間隔Ｐ２は、羽板本体部の巾寸法Ｗ３より小さく設定されている。
　各ねじ挿入穴３７１，３７２，３７３は、ねじがねじ込まれる側の開口端縁に皿穴が形
成されている。使用するねじは、皿ねじ３７であり、ねじ挿入穴３７１，３７２，３７３
に皿ねじ３７が挿入された場合に、ねじ頭が皿穴に入り込み、ねじ頭が各接合面から突出
しないよう構成されている。第１接合面３５１ａと第２接合面３５１ｂとを備えた係合条
３５１が配設部を構成する。第１グループの第１ねじ挿入穴３７１と、第２グループの第
２ねじ挿入穴３７２および第３ねじ挿入穴３７３とは、係合条３５１上で干渉しない位置
に設定されている。
【００６０】
　羽板本体部３６１の両端部３６１ａには、図１５および図１７に示すように、巾方向の
中央部に雌ねじが内周壁に螺設され皿ねじ３７と螺合する雌ねじ部材３８が埋設されてい
る。
　雌ねじ部材３８と皿ねじ３７とにより係合部が構成され、係合条３５１と第１～第３ね
じ挿入穴３７１，３７２，３７３とにより被係合部が構成される。
　第１ねじ挿入穴３７１と皿ねじ３７と雌ねじ部材３８とにより、第１維持部が構成され
る。
　第２ねじ挿入穴３７２と第３ねじ挿入穴３７３と皿ねじ３７と雌ねじ部材３８とにより
、第２維持部が構成される。
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【００６１】
　　（素通し状態とする組み付け方法）
　係合条３５１の第２接合面３５１ｂに設けられる第１ねじ挿入穴３７１は、図１４およ
び図１５に示すように、下端部位置に配される第１ねじ挿入穴３７１が、係合条３５１の
下端部より、羽板本体部３６１の巾寸法Ｗ３の半分に所望の隙間３０７の寸法を加えた位
置に設けられている。次に設けられる下から２番目の第１ねじ挿入穴３７１は、下端部位
置に配された第１ねじ挿入穴３７１より、羽板本体部３６１の巾寸法Ｗ３に所望の隙間３
０７の寸法を加えた位置に設けられる。さらに次に設けられる下から３番目の第１ねじ挿
入穴３７１は、２番目の第１ねじ挿入穴３７１より、羽板本体部３６１の巾寸法Ｗ３に所
望の隙間３０７の寸法を加えた位置に設けられる。
【００６２】
　羽板本体部３６１の両端部３６１ａに設けられた雌ねじ部材３８を、一対の柱状支持部
材３０５の係合条３５１における第１接合面３５１ａの第１ねじ挿入穴３７１に対向させ
、皿ねじ３７を第２接合面３５１ｂ側から夫々ねじ込むことで、羽板本体部３６１を柱状
支持部材３０５に固定する。以下、同様に羽板本体部３６１を皿ねじ３７で固定すること
で、複数の羽板本体部３６１が第１接合面３５１ａに直列に並設される。係合条３５１の
下端部と羽板本体部３６１の下端との間、羽板本体部３６１の上端と隣接する羽板本体部
３６１の下端との間には、所望寸法の隙間３０７が形成される。これによって、素通し状
態となった目隠しフェンス３０１ａが組み付けられる。この場合、基準線（係合条３５１
の巾方向の中央に位置する線）ＢＳＬに対して同一側に、かつ第１平面ｈ１上に羽板本体
部３６１が位置するように、複数の羽板３６が、一対の柱状支持部材３０５間に、並設さ
れた状態になっている。
【００６３】
　　（目隠し状態とする組み付け方法）
　係合条３５１の第１接合面３５１ａに設けられる第３ねじ挿入穴３７３は、図１６に示
すように、下端部位置に配される第３ねじ挿入穴３７３が、係合条３５１の下端部より、
羽板本体部３６１の巾寸法Ｗ３の半分の位置に設けられている。下端部の第３ねじ挿入穴
２７３よりすぐ上の第２ねじ挿入穴２７２は、前記第３ねじ挿入穴３７３に対して、羽板
本体部３６１の巾寸法Ｗ３より少し小さな間隔Ｐ２の位置に設けられる。前記第２ねじ挿
入穴３７２よりすぐ上の第３ねじ挿入穴３７３は、前記第２ねじ挿入穴３７２に対して羽
板本体部３６１の巾寸法Ｗ３より少し小さな間隔Ｐ２の位置に設けられる。以下、同様に
配置される。これによって、係合条３５１に対して隣接する羽板３６の羽板本体部３６１
が反対側に位置され、隣接する羽板３６の羽板本体部３６１は巾方向に重なった状態とな
る。言い換えると、隣接する羽板３６の羽板本体部３６１間で巾方向に隙間が形成されて
いない。これによって、目隠し状態となるとともに、隣接する羽板３６の羽板本体部３６
１が重なった箇所においては、係合条３５１の巾だけ羽板本体部３６１間に隙間ＳＳが生
じているので、目隠しフェンス３０１ｂの通気性が確保される。この場合、隣接する羽板
３６の羽板本体部３６１が、基準線ＢＳＬに対して反対側に配置され、かつ第１平面ｈ１
と第２平面ｈ２上に交互に位置するように配置される。そして、複数の羽板３６が、一対
の柱状支持部材３０５間に並設された状態になっている。
【００６４】
　なお、上記第３実施形態において、羽板本体部３６１の両端部３６１ａを係合条３５１
に固定する皿ねじを１端部について１本としたが、これに限定されず、例えば、１端部に
ついて２本としてもよい。
【００６５】
　斯様に、上記した実施の形態で述べた具体的構成は、本発明の一例を示したものにすぎ
ず、本発明はそのような具体的構成に限定されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範
囲で種々の態様を採り得るものである。
【符号の説明】
【００６６】



(16) JP 6378068 B2 2018.8.22

10

　１…目隠しフェンス、５…柱状支持部材、５ａ…対向面、５１…係合溝（被係合部）、
６…羽板、６１…羽板本体部、６２…係合突部（係合部）、６３…第１当接部（第１維持
部）、６３ａ…傾斜面、６４…第２当接部（第２維持部）、６４ａ…傾斜面、６５…連結
部（配設部）、７…隙間、１０１…目隠しフェンス、１０５…柱状支持部材、１０６…羽
板、１０７…隙間、１５１…係合溝、１６１…羽板本体部、２０１…目隠しフェンス、２
６…羽板、２０５…柱状支持部材、２０５ａ…対向面、２０７…隙間、２５１…係合溝、
２６３…当接部（第２維持部）、２６４…スペーサ（第１維持部）、３０１…目隠しフェ
ンス、３０５…柱状支持部材、３０５ａ…対向面、３０７…隙間、３５１…係合条（被係
合部）、３５１ａ…第１接合面（配設部）、３５１ｂ…第２接合面（配設部）、３６…羽
板、３６１…羽板本体部、３７…皿ねじ（維持部）、３７１…第１ねじ穴挿入穴（第１維
持部）、３７２…第２ねじ穴挿入穴（第２維持部）、３７３…第３ねじ穴挿入穴（第２維
持部）、３８…雌ねじ部材（係合部）、Ｌ１…第１当接部の巾寸法、Ｌ２…第２当接部の
巾寸法、Ｗ１…羽板本体部の巾寸法、Ｗ３…羽板本体部の巾寸法。

【図１】 【図２】

【図３】
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